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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成20年10月9日(2008.10.9)

【公開番号】特開2007-64664(P2007-64664A)
【公開日】平成19年3月15日(2007.3.15)
【年通号数】公開・登録公報2007-010
【出願番号】特願2005-247664(P2005-247664)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｄ   5/38     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｄ   5/38    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成20年8月26日(2008.8.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源と、
　前記光源に対して相対的に移動し、前記光源から発光された光束を回折するための第１
の回折格子を有するスケールと、
　複数の受光素子を有し、前記第１の回折格子で回折された回折光束が重畳されて形成さ
れる干渉縞を受光し、出力信号を得る受光素子アレイと、
　前記出力信号から前記光源と前記スケールの相対移動量を演算する演算部と、を有する
光学式エンコーダにおいて、
　前記出力信号に含まれる高調波歪み成分が最小になるように前記第１の回折格子の光学
有効開口率が設定されていることを特徴とする光学式エンコーダ。
【請求項２】
　前記第１の回折格子の配列方向をｘ、前記第１の回折格子と前記受光素子アレイとのギ
ャップをｚ、前記第１の回折格子の開口幅をｄ、前記第１の回折格子のピッチをｐ、前記
光源の波長をλ、前記受光素子アレイに重畳する干渉縞の基本波の周期をＰＯとしたとき
、
　下記関係式Ｉ（ｘ，ｚ，ｄ，ｐ，λ）を含む下記の評価式のＤの値が極小値になるよう
に前記第１の回折格子の光学有効開口率ＡＲ（＝ｄ／ｐ）が設定されていることを特徴と
する請求項１に記載の光学式エンコーダ。

【数１】

ただし。関係式Ｉ（ｘ，ｚ，ｄ，ｐ，λ）は前記第１の回折格子を平行光束で照射する場
合は以下
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【数２】

前記第１の回折格子を発散光束で照射する場合は以下とする。
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【数３】

【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】光学式エンコーダ
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】
　上記課題を解決するために、本発明の光学式エンコーダは、
　光源と、
　前記光源に対して相対的に移動し、前記光源から発光された光束を回折するための第１
の回折格子を有するスケールと、
　複数の受光素子を有し、前記第１の回折格子で回折された回折光束が重畳されて形成さ
れる干渉縞を受光し、出力信号を得る受光素子アレイと、
　前記出力信号から前記光源と前記スケールの相対移動量を演算する演算部と、を有する
光学式エンコーダであって、
　前記出力信号に含まれる高調波歪み成分が最小になるように前記第１の回折格子の光学
有効開口率が設定されていることを特徴とする。
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【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】削除
【補正の内容】
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【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
【補正方法】削除
【補正の内容】
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